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による職業性ストレス状況の喫煙経験別の検討
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要 　　　約
			年 月から会社ぐるみでの積極的な禁煙対策を進めている 企業従業員を対象に，その 年
後の		年 月に「職業性ストレス」把握に有効とされる原谷らの日本語版を用いて喫煙状
況と職場ストレスに関する調査を行い，性・年齢喫煙経験別に検討し，以下の結果を得た．
． 回答者は男性 割強，平均年齢男性	歳弱，女性	歳強であった．
． 週間の労働時間数の平均は約	時間	時間で，加重労働や法的責任を問われるような状況で
はなかった．
． による職業性ストレス状況は全般的に見て，全国レベルで行った平成 年度の労働省の
調査結果とほぼ同様の傾向で，平均的な職業ストレスの状況にあることが推察された．
． による職業性ストレス状況は性別では仕事のストレッサー事項（男に大きいストレス
事項，女に大きいストレス 事項），仕事外要因 事項（男に大きいストレス），緩衝要因 事
項（男に大きいストレス 事項，女に大きいストレス 事項）の全てにおいて相違点が見られた．
年齢階級別では仕事外の活動 事項（	歳未満に大きいストレス），自尊心の 事項（	歳以上
に大きいストレス），ストレス反応 事項の全て（	歳未満に大きいストレス 事項，	歳以上
に大きいストレス 事項），仕事のストレッサー事項中の	事項（	歳未満に大きいストレス
事項，	歳以上に大きいストレス 事項），緩衝要因 事項中の 事項（	歳未満に大きいス
トレス 事項）において相違点が見られた．
． による男についての職業性ストレス状況は，年齢別に傾向が異なっていた．とりわけ，
	歳未満では喫煙経験別の違いが多く，仕事のストレッサー事項中の 事項（過去喫煙者現
在喫煙者無喫煙者は 事項，現在喫煙者過去喫煙者無喫煙者は 事項，無喫煙者現在喫
煙者過去喫煙者，現在喫煙者無喫煙者過去喫煙者，過去喫煙者無喫煙者現在喫煙者
はそれぞれ 事項），自尊心の 事項（現在喫煙者過去喫煙者無喫煙者），緩衝要因 事項中
の 事項（現在喫煙者過去喫煙者無喫煙者）において特徴ある違いが見られた．一方，	歳
以上では，喫煙経験別の違いは	歳未満に比較すると少なく，仕事のストレッサー事項中の 
事項（過去喫煙者現在喫煙者無喫煙者は 事項，無喫煙者現在喫煙者過去喫煙者は 事
項），緩衝要因 事項中の 事項（現在喫煙者無喫煙者過去喫煙者）であった．総じて見る
と，	歳未満の現在喫煙者にストレス状況がやや強いことが窺えた．
は じ め に

年にわが国で初めて「喫煙と健康問題に関す
る報告書」，「たばこ白書」が公衆衛生審議会より出
され，また，年に（世界保健機関）で「世
界禁煙デー」が始まる中，国内外を問わず禁煙に関
する運動が高まってきている．また，喫煙の健康
影響は喫煙者本人のみならず，非喫煙者の受動喫煙
についても深刻である報告が数々出される中，
喫煙者に対する禁煙教育だけでなく，受動喫
煙対策や空気環境の汚染対策が積極的に考
えられ，			年の「世紀のたばこ対策検討会」
では公共の場所及び職場における分煙の徹底などが
打ち出されている．
しかしながら，職場の喫煙状況は期待された程に
は「喫煙率の低下」，「分煙・禁煙実施」に結びつい
ていない現状も言われている．それらを受け
て，労働省より平成 年に出された「職場における
 川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 　 社会福祉法人旭川荘 　 川上町医療センター 　 香川県健康福祉部
（連絡先）武田則昭 　〒 　倉敷市松島		 　川崎医療福祉大学


 武田則昭・川田久美・芝本英博・高徳修一・合田恵子
喫煙対策のためのガイドライン」はその徹底のため
に平成年に「職場における喫煙対策のための新ガ
イドライン」となり	，職場における効果的な
禁煙教育，分煙対策は以前にも増して期待されてい
る．
一方，社会の複雑化や多様化の中で，労働者のス
トレス問題やメンタルヘルスケアは大きな問題とさ
れ，近年の経済的不況を受けて益々重要視されてき
ている
．他方，一部の喫煙者については，禁煙対
策はむしろストレス要因になるといった意見
も聞かれている．職場ストレスは職場環境，職場生
活，労働状況，職場人間関係，人事管理体制などの
面から捉えるもの が多く，著者らの渉猟し
た範囲では，喫煙との関係が深いとされるストレス
問題を職場ストレスに関連させて喫煙状況に検討し
た報告はほとんど見られない．喫煙対策をさらに効
果的に進めるためにも，喫煙状況と職場ストレスと
の関連性を明確にし，従来の禁煙活動に活かしてい
くことは今後一層重要になると考える．
そこで，今回著者らは，			年 月から会社ぐる
みでの積極的な禁煙対策を進めている企業従業員
を対象に，その 年後の		年 月に「職業性スト
レス」把握に有効とされる原谷らの日本語版
（     ! " #
$の略：米国国立職業安全保健研究所）
を用いて喫煙状況と職場ストレスに関する調査を行
い，性・年齢喫煙経験別に検討したので報告する．
対象及び方法
対象，調査方法
		年 月，企業の従業員		人の内，県内事
業所従業員		人を無作為に抽出し，調査票を配布，
回収する方法で行い，人から回答を得た（回収
率：%）．
なお，調査については，事前に安全衛生委員会を
通じて各事業所の所属長等にその趣旨を説明し，合
意が得られた状況で調査を企画した．さらに，調査
実施に際しては個人の守秘性はもとより，自主的に
調査に協力いただけることを確認した上で，調査票
の配布，回収（記名式）を行った．
調査票，解析方法等
ストレス調査項目は，大項目 （ストレッサー）と
して小項目 の仕事のコントロール&項目，小項目

の量的労働負荷項目，小項目 の労働負荷の変
動 項目，小項目 の技能の低活用 項目，小項目

の雇用機会項目，小項目 &の人々への責任 項
目，小項目 
の認知的要求 項目，小項目 の役割
葛藤 項目，小項目 の役割曖昧さ &項目，小項目
の仕事の将来の曖昧さ 項目，小項目 のグルー
プ内対人葛藤 項目，小項目 のグループ間対人葛
藤 項目，小項目 の物理的環境	項目，大項目 
（仕事外要因）として小項目 の仕事外の活動 
項
目，大項目 （個人要因）として小項目 の自尊心
	項目，大項目 （緩衝要因）として小項目 の社
会的支援（上司）項目，小項目 の社会的支援（同
僚）項目，小項目 の社会的支援（家族・友人）
項目，大項目 （ストレス反応）として小項目 の
職務満足感 項目，小項目 抑うつ	項目があり，
全体では 大項目，	小項目，項目で構成され
ている（図 ，，表 ，）．
評価は，以上の小項目毎にそれぞれ各項目で表 
に示した尺度構成により得点を換算し，その合計点
で行う．
なお，の得点評価については国内の検討
例が少なく，原谷らや労働省平成 年度「作業関連
疾患の予防に関する研究」，労働の場におけるストレ
ス及びその健康影響に関する研究報告書（平成 年
月発行，班長 　加藤正明，東京医科大学 　衛生・
公衆衛生学教室発行所）らの資料（表 ）に基づ
いて，平均値，標準偏差を参考値とした．
年齢別，喫煙経験別の検討は，年齢は	歳未満'	
歳以上の 群，喫煙経験は現在喫煙，過去喫煙，無
喫煙の 群に分けて行った．なお，喫煙経験別のス
トレスに関する解析は，女性のサンプル数が少ない
ため，男性のみで行った．
統計的解析は，カテゴリーデータについては，性
別，年齢別，喫煙経験別にそれぞれクロス集計し，
カイ二乗検定を行った．各ストレッサー毎の尺度構
成による得点については性別，年齢別の検討は 群
間で対応のない母平均値の差の 検定を行った．喫
煙経験別の検討は 群間で対応のない母平均値の差
の 検定の多重比較を行った．なお，(		を有
意差ありとした．統計ソフトは ()	*を用
いた．
結果と考察
．回答者の背景
性別は男人（%），女人（&%）で
あった（表 ）．年齢（平均標準偏差）は全体で

歳，男で
歳，女で
	歳
であった．職種は「製造加工作業及びその他補助的
作業」が%，次いで「事務的な仕事」，「管理・監
督職」，「技術的な仕事」，「ホテルのサービス部門」，
「研究・開発部門」，「その他」，「販売担当」の順であっ
た（表 ）．現在の会社での勤務年数は「  年」
が%，次いで「 	 年」，「	年」，「	
による職業性ストレス状況の喫煙経験別の検討 
図  　調査票（抜粋）
図  　調査票（抜粋）
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表 職業性ストレス調査票の各尺度の平均，標準偏差
年」，「年」，「	年」，「年」，「
年」，「	年以上」の順であった（表 ）．
以上，ほとんどの者が常勤であり，男女比，年齢は労
働省平成 年度「作業関連疾患の予防に関する研究」
の結果に比較すると前者はほぼ同様，後者は平均
値で男は
歳，女は歳年齢が低い状況であった．
．現在の喫煙状況
「現在吸っている」
%，「吸ったことがない」
%，「以前吸っていたが，現在はやめている」

%の順であった（表 &）．性・年齢別の喫煙状況
では「現在吸っている」は男	歳未満，男	歳以上，
女	歳未満，女	歳以上では&&%，%，
&%，
%，「吸ったことがない」は男	歳未満，男	歳
以上，女	歳未満，女	歳以上では%，
%，
%，	%など，有意な差があった（表 
）．
以上，対象企業の喫煙率は，わが国の成人の平均
的な喫煙率（男%，女
%）と比較すると男性
はやや高く，女性は低いことが推測される．
．	
による職業性ストレス状況 　性・年齢
別，喫煙経験別検討
　 ストレッサー（表   ，表   ）

［仕事のコントロール］ 　全体では平均（標準
偏差）&（）（表   ）で労働省平成 年度
「作業関連疾患の予防に関する研究」の結果
（）（表 ）とほぼ同様の結果であった．
性別では男で高く有意の差があった．
年齢別では，全体で	歳以上は	歳未満に比較し
て高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも
による職業性ストレス状況の喫煙経験別の検討 
表  　職業性ストレス調査票の尺度構成
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表 性別
表	 職業
表
 現在の会社での勤務年数
表 現在の喫煙状況
同様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では，	歳未満で過去喫煙者，
現在喫煙者，無喫煙者の順に高かったが，有意の差
はなかった．	歳以上で過去喫煙者，現在喫煙者，
無喫煙者の順で，過去喫煙者は無喫煙者に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．
以上，性別では男，年齢では	歳以上，男全体で
は	歳以上・過去喫煙者でそれぞれ「自分の仕事が
影響力や裁量権を有することに対してストレスを感
じたり，他の人の仕事を指示する権限，自分の仕事
を決める自由に関してストレスを感じる」状況が強
い傾向であった．


 ［量的労働負荷 ］　全体では平均（標準偏差）
（）であった（表   ）．性別では男で高く
有意の差があった．
年齢別では，全体で	歳未満は	歳以上に比較し
て高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも
同様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では，	歳未満で過去喫煙者，現
在喫煙者，無喫煙者の順に高く，無喫煙者は現在喫煙
者，過去喫煙者に比較して低く，有意の差があった．
	歳以上では現在喫煙者，過去喫煙者，無喫煙者の
順に高かったが，有意の差はなかった（表   ）．
以上，性別では男，年齢別では	歳未満でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）で
は	歳未満・過去喫煙者，現在喫煙者で「仕事で速
さ，一生懸命さ，時間的制約下での仕事，仕事の量
に対してストレスを感じる」状況が強い傾向であっ
た．


 ［量的労働負荷 +］　全体では平均（標準偏差）
（）で，量的労働負荷 と +をあわせて&
（
）（表   ）で労働省平成 年度「作業関連疾
患の予防に関する研究」の結果&（&）（表 ）
とほぼ同様の結果であった．
性別では男で高く有意の差があった．
年齢別では全体で	歳以上は	歳未満に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも同
様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満で過去喫煙者，現
在喫煙者，無喫煙者の順に高く，過去喫煙者は現在
喫煙者，無喫煙者に比較して高く，有意の差があっ
た．	歳以上では過去喫煙者，現在喫煙者，無喫煙
者の順に高く，過去喫煙者は現在喫煙者，無喫煙者
表 現在の喫煙状況 　性・年齢別
による職業性ストレス状況の喫煙経験別の検討 
表 による職場ストレス状況（ストレッサー）
表 による職場ストレス状況（ストレッサー）
に比較して高く，有意の差があった（表   ）．
以上，性別では男，年齢別では	歳以上でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）で
は	歳以上・過去喫煙者で「仕事のプロジェクト，
割り当て，作業，きつい仕事，他の人の安全性，労
働意欲，福祉や生活に対する責任に対してストレス
を感じる」状況が強い傾向であった．

［労働負荷の変動］ 　全体では平均（標準偏差）
	（）（表   ）で労働省平成 年度「作業関
連疾患の予防に関する研究」の結果&（	）（表
）とほぼ同様の結果であった．
性別では男で高く有意の差があった．
年齢別では全体で	歳未満は	歳以上に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも同
様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満で現在喫煙者，過去
喫煙者，無喫煙者の順に高く，現在喫煙者は無喫煙
者に比較して高く，有意の差があった．	歳以上で
は現在喫煙者，過去喫煙者，無喫煙者の順に高かっ
たが，有意の差はなかった（表   ）．
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以上，性別では男，年齢別では	歳未満でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）で
は	歳未満・現在喫煙者で「仕事の負荷，集中度，
考えるスピードなどが著しく増加することに対して
ストレスを感じる」状況が強い傾向であった．

［技能の低活用］　全体では平均（標準偏差）	
（）（表   で労働省平成 年度「作業関連疾患
の予防に関する研究」の結果（）（表 ）と
ほぼ同様の結果であった．
性別では女で高く有意の差があった．
年齢別では全体で	歳未満は	歳以上に比較して
高かったが，有意の差はなかった（表   ）．男全
体でも同様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満，	歳以上のいず
れについても喫煙経験別に有意の差はなかった（表
  ）．
以上，性別では女でストレスが強い傾向であった．
一方，喫経験別（男）では	歳未満で「学校で学ん
だこと，自分の得意，得た技術の利用，有効利用に
対してストレスを感じる」状況が強い傾向であった．

［雇用機会］　全体では平均（標準偏差）（）
（表   ）で労働省平成 年度「作業関連疾患の予
防に関する研究」の結果（）（表 ）とほ
ぼ同様の結果であった．
性別では男で高く有意の差があった．
年齢別では全体で	歳以上は	歳未満に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも同
様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満で無喫煙者，現在喫
煙者，過去喫煙者の順に高く，無喫煙者は過去喫煙
者に比較して高く，有意の差があった．	歳以上で
は無喫煙者，現在喫煙者，過去喫煙者の順に高かっ
たが，有意の差はなかった（表   ）．
以上，性別では男，年齢別では	歳以上でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）で
は	歳以上・無喫煙者で「転職の可能性に対してス
トレスを感じる」状況が強い傾向であった．
&
［人々への責任］　全体では平均（標準偏差）	
（）（表    *で労働省平成 年度「作業関連疾
患の予防に関する研究」の結果（）（表 ）
とほぼ同様の結果であった．
性別では男で高く有意の差があった．
年齢別では全体で	歳以上は	歳未満に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも同
様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満で現在喫煙者，無喫
煙者，過去喫煙者の順に高く，現在喫煙者は，過去喫
煙者，無喫煙者に比較して高く，有意の差があった．
	歳以上では過去喫煙者，現在喫煙者，無喫煙者の
順に高かったが，有意の差はなかった（表   ）．
以上，性別では男，年齢別では	歳以上でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）で
は	歳以上，	歳未満・現在喫煙者，	歳未満・過
去喫煙者で「他の人への将来，仕事上の安全性，労
働意欲，生活等への責任性に対してストレスを感じ
る」状況が強い傾向であった．


［認知的要求］ 　全体では平均（標準偏差）
（）（表   ）で労働省平成 年度「作業関連疾
患の予防に関する研究」の結果（）（表 ）
とほぼ同様の結果であった．
性別では男で高く有意の差があった．
年齢別では全体で	歳以上は	歳未満に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも同
様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満，	歳以上のいず
れについても喫煙経験別に有意の差はなかった（表
  ）．
以上，性別では男，年齢別では	歳以上でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）で
は	歳以上で「仕事においての集中力，注意度，気
楽度に対してストレスを感じる」状況が強い傾向で
あった．

［役割葛藤］　全体では平均（標準偏差）（）
（表   ）で労働省平成 年度「作業関連疾患の予
防に関する研究」の結果&&（&）（表 ）とほ
ぼ同様の結果であった．
性別では男で高く有意の差があった．
年齢別では全体で	歳未満は	歳以上に比較して
高く有意の差があった（表   ）．男全体でも同様
であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満で過去喫煙者，現在
喫煙者，無喫煙者の順であったが有意の差はなかっ
た．	歳以上では過去喫煙者，現在喫煙者，無喫煙
者の順であったが有意の差はなかった（表   ）．
以上，性別では男，年齢別では	歳未満でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）で
は現在・過去喫煙者で「仕事のやり方，人間関係な
どにより仕事の内容が変更されたり，曲げられたり
することによるストレスを感じる」状況が強い傾向
であった．

［役割曖昧さ］ 　全体では平均（標準偏差）
（
）（表   ）で労働省平成 年度「作業関連疾
患の予防に関する研究」の結果（）（表 ）
とほぼ同様の結果であった．
性別では女で高く有意の差があった．
年齢別では全体で	歳未満は	歳以上に比較して
による職業性ストレス状況の喫煙経験別の検討 
高く有意の差があった（表   ）．男全体でも同様
であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では，	歳未満で過去喫煙者，
無喫煙者，現在喫煙者の順で現在喫煙は過去喫煙に
比較して高く有意の差があった．	歳以上では現在
喫煙者，過去喫煙者，無喫煙者の順であったが有意
の差はなかった（表   ）．
以上，性別では女，年齢別では	歳未満でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）で
は	歳未満，無喫煙者で「仕事の内容や方向性等が
明確でないことによるストレスを感じる」状況が強
い傾向であった．
［仕事の将来の曖昧さ］ 　全体では平均（標準偏
差）（
）（表   ）で労働省平成 年度「作業
関連疾患の予防に関する研究」の結果（）
（表 ）とほぼ同様の結果であった．
性別では女で高く有意の差があった．
年齢別では全体で	歳未満は	歳以上に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも同
様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満で過去喫煙者，無
喫煙者，現在喫煙者の順に高かったが，有意の差は
なかった．	歳以上では現在喫煙者，無喫煙者，過
去喫煙者の順であったが有意の差はなかった（表
  ）．
以上，性別では女，年齢別では	歳未満でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）で
は	歳未満・過去喫煙者で「仕事の将来性について
ストレスを感じる」状況が強い傾向であった．
［グループ内葛藤］ 　全体では平均（標準偏差）
&（）（表   ）で労働省平成 年度「作業関
連疾患の予防に関する研究」の結果（）（表
）とほぼ同様の結果であった．
性別では女で高く有意の差があった．
年齢別では全体で違いは少なかった（表   ）．
男全体でも同様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満で過去喫煙者，無喫
煙者，現在喫煙者の順で過去喫煙者は現在喫煙，無
喫煙者に比較して高く有意の差があった．	歳以上
では現在喫煙者，過去喫煙者，無喫煙者の順であっ
たが有意の差はなかった（表   ）．
以上，性別では女でストレスが強い傾向であった．
一方，喫煙経験別（男）では	歳未満・過去喫煙者
で「グループ内での仕事のぶつかりや争いなどから
ストレスを感じる」状況が強い傾向であった．
［グループ間葛藤］ 　全体では平均（標準偏差）
		（）（表   ）で労働省平成 年度「作業関
連疾患の予防に関する研究」の結果（）（表
）とほぼ同様の結果であった．
性別では女で高く有意の差があった．
年齢別では全体で	歳未満は	歳以上に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも同
様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満で過去喫煙者，現在
喫煙者，無喫煙者の順であったが，有意の差はなかっ
た．	歳以上では現在喫煙者，過去喫煙者，無喫煙
者の順であったが有意の差はなかった（表   ）．
以上，性別では女，年齢別では	歳未満でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）では
	歳未満で「グループ間での仕事のぶつかりや争い
などからストレスを感じる」状況が強い傾向であっ
た．
［物理的環境］ 　全体では平均（標準偏差）
（	）（表   ）で労働省平成 年度「作業関連疾
患の予防に関する研究」の結果（）（表 ）
とほぼ同様の結果であった．
性別では男で高く有意の差があった．
年齢別では全体で年齢別に有意の差はなかった
)表    *．男全体では	歳未満は	歳以上に比較
して高く有意の差があった（表   ）．
喫煙経験別（男）では，	歳未満で現在喫煙者は
無喫煙者に比較して高く有意の差があった．	歳以
上では現在喫煙者は過去喫煙者に比較して，過去喫
煙者は無喫煙者に比較してそれぞれ高く有意の差が
あった（表   ）．
以上，性別では男でストレスが強い傾向であった．
一方，喫煙経験別（男）では	歳未満・現在喫煙者
で「職場の温度，湿度，騒音，空気の清浄などの環
境の条件によりストレスを感じる」状況が強い傾向
であった．
以上の  の結果を総じて見ると，ストレスの
原因である各種のストレッサー対する状況は，労働
省平成 年度「作業関連疾患の予防に関する研究」
に比較してほぼ同様で，対象企業はわが国におい
ては平均的な状況にあることが推測される．
性別ではストレッサーに関して多くの相違点が見
られた．
男は女に比較して，以下の つのストレスについ
て負荷が大きいと捉えていた．それらは調査票の順
にあげると，「仕事のコントロール」として管理的
能力を求められるストレス，  「量的負荷量 」
として作業能率・効率を求められるストレス， 
「量的負荷量 +」として先進的な取り組み・その責任
性を求められるストレス，「労働負荷の変動」と
して仕事の量や能率の著しい増加を求められるスト
レス，「雇用機会」として転職を求められるスト
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レス，&「人々への責任」として他人への配慮や危
険に対する責任を求められるストレス，
「認知的
要求」として仕事への集中・注意を求められるスト
レス，「役割葛藤」として仕事内容・方法の余儀
なき変更を求められるストレス，「物理的環境」
として職場の温度，湿度，騒音，空気などによるス
トレスであった．つまり，男では，自分自身に求め
られる仕事上の気力，体力，能力，指導力，組織力，
包容力の多くが重圧になっていることを窺わせる．
一方，女は男に比較して，以下の つのストレス
について負荷が大きいと捉えていた．それらは調査
票の順にあげると， 「技能の低活用」として自身
の技術，知識の有効利用がされていないことへのス
トレス，「役割曖昧さ」として仕事内容や方向性
の不明確さに対するストレス，「仕事の将来の曖
昧さ」として仕事の将来性についてのストレス，
「グループ内葛藤」として仕事仲間との争いによる
ストレス，「グループ間葛藤」として仕事仲間以
外の者との争いによるストレスであった．つまり，
女は自分自身の問題よりも，自分以外の問題に対す
るストレスが重圧になっていることを窺わせる．
年齢別では，多くの事項で	歳未満は	歳以上に
比較してストレスが大きい傾向にあり，女でストレ
ス優位の全ての事項で共通の傾向にあった．このこ
とからも，	歳未満では，自分自身の課題よりも，
自分以外のことについてストレスを受ける状況にあ
ることが窺える．因みに，	歳以上でストレスが大
きい事項は， 「雇用機会」， &「人々への責任」，


「認知的要求」の 事項で，自分以外の事への配
慮，自分自身の仕事の集中力など，年齢による管理
責任，充実した体力・気力の保持についてストレス
を受ける状況にあることが窺える．
喫煙経験別の検討は男性のみに限られるが，年齢
的な違いは男女合わせた前述の結果と概ね同様で，
喫煙状況によるストレスの状況分析は年齢別に検討
する必要があることがわかった．喫煙経験別のスト
レス状況は	歳未満では 事項，	歳以上では 事
項に有意の差があり，違いが見られる．負荷が大き
いと捉えているストレスを調査票の順に喫煙経験別
に見ると，	歳未満では  「量的負荷 」とし
て作業能率・効率を求められるストレスは過去喫煙
者，  「量的負荷量 +」として先進的な取り組
み・その責任性を求められるストレスは過去喫煙者，

「労働負荷の変動」として仕事の量や能率の著し
い増加を求められるストレスは現在喫煙者，「雇
用機会」として転職を求められるストレスは無喫煙
者，&「人々への責任」として他人への配慮や危険に
対する責任を求められるストレスは現在喫煙者，
「役割曖昧さ」として仕事内容や方向性の不明確さに
対するストレスは過去喫煙者，「グループ内葛藤」
として仕事仲間との争いによるストレスは過去喫煙
者，「物理的環境」として職場の温度，湿度，騒
音，空気などによるストレスは現在喫煙者であった．
つまり，現在の課題，要求，状況には現在喫煙者，将
来や争い事の不安は過去喫煙者，変化に対するスト
レスは無喫煙者と特徴ある結果である．ストレスと
喫煙の関連は「ストレス状況によって喫煙状況があ
るのか」，「喫煙状況によってストレス状況が異なる
のか」，あるいはその両方か，それらの因果関係は本
研究では明確にできないが，いずれにせよ，	歳未
満の年齢層では関連性が強いことが確認できた．一
方，	歳以上では，「仕事のコントロール」とし
て管理的能力を求められるストレスは無喫煙者，
「物理的環境」として職場の温度，湿度，騒音，空気
などによるストレスは無喫煙者が負荷が大きいと捉
えており若干の違いが見られたが，ほとんどの事項
では喫煙経験別の違いが少ないことが窺われる．以
上のことから，	歳未満ではストレッサーの受け止
め方や対処行動と喫煙行動に関連するファクターは
少なからず関係しているが，	歳以上では喫煙行動
とは別のファクターが大きいことが推測される．
以上のことから喫煙者に禁煙指導を行う場合には，
年齢と性別を考慮する必要があることがわかった．
とりわけ，	歳未満のストレス状況については，職
場状況を考え合わせて的確な現状把握を行い，禁煙
行動に結びつける必要があると考える．
　 仕事外要因（表   ，表   ）

［仕事外の活動］　全体では平均（標準偏差）
（	）であった（表   ）．
性別では男で高く有意の差があった．
年齢別では全体で	歳未満は	歳以上に比較して
高く，有意の差があった )表    *．男でも同様で
あった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満，	歳以上のいず
れについても喫煙経験別に有意の差はなかった（表
  ）．
以上，性別では男，年齢別では	歳以上でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）で
は	歳以上で「本業以外の別の仕事，家事，老人・
障害者の世話，仕事以外の学習，宗教などに対して
ストレスを感じる」状況が強い傾向であった．
本結果を総じて見ると，本業以外のこと（家事，高
齢者の世話，宗教など）から受けるストレスは，女
で強いと予測されたが，むしろ男に強く，男イコー
ル仕事のみの図式は成立しないといえる．なお，喫
煙経験別には年齢を考慮に入れても，違いはなく，
による職業性ストレス状況の喫煙経験別の検討 

表 による職場ストレス状況（仕事外要因等）
本業以外のことによるストレスが喫煙行動と関連す
ることは考えられなかった．
　 個人要因（表   ，表   ）

［自尊心］ 　全体では平均（標準偏差）（）
（表   ）で労働省平成 年度「作業関連疾患の予
防に関する研究」の結果（）（表 ）とほ
ぼ同様の結果であった．
性別では男で高かったが，有意の差はなかった．
年齢別では全体で	歳以上は	歳未満に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも同
様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満で現在喫煙者，過
去喫煙者，無喫煙者の順に高く，有意の差があった
（表   ）．
以上，年齢別では	歳以上でストレスが強い傾向
であった．一方，喫煙経験別（男）では	歳以上，
	歳未満・現在喫煙者で「自分自身に満足，自分に
誇れるもの，無力感，価値ある人間，自分の長所，
失敗者，自尊心の強さ，処理能力，有為の人間，自
分自身への自分の評価に対してストレスを感じる」
状況が強い傾向であった．
以上の結果を総じて見ると，「自尊心」を傷つける
ことによるストレス状況は，労働省平成 年度「作
業関連疾患の予防に関する研究」に比較してほぼ
同様で，対象企業はわが国においては平均的な状
況にあることが推測される．
性別では違いはなかったが，年齢別では，	歳以
上に自尊心の侵害によるストレスが大きいことが窺
える．
喫煙経験別の検討は男性のみに限られるが，	歳
未満で現在喫煙者に「自尊心」の侵害によるストレ
スが強いことが窺われる．一方，	歳以上では，喫
煙経験別の違いはないが，全体的に自尊心の侵害か
ら受けるストレスは強く，特段の配慮が必要である．
禁煙指導に際しては，自尊心を傷つけないことは
喫煙，非喫煙を問わず基本的なことであるが，	歳
以上はもとより，	歳未満では特に喫煙者に対して
配慮・工夫の必要が求められる．
　 緩衝要因（表   ，表   ）

［社会的支援（上司）］ 　全体では平均（標準偏
差）	（）（表    *で労働省平成 年度「作業
関連疾患の予防に関する研究」の結果&（）
（表 ）とほぼ同様の結果であった．
性別では男で高く有意の差があった．
年齢別では全体で年齢階級別に違いはなかった
（表   ）．男全体でも同様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満，	歳以上のいず
れについても喫煙経験別に有意の差はなかった（表
  ）．
以上，性別では男でストレスが強い傾向であった．
一方，喫煙経験別（男）では現在喫煙者で，「上司か
らの仕事が楽になるようにとの配慮，気軽につきあ
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表 による職場ストレス状況（仕事外要因等）
える，仕事で困ったときの支援，個人的問題へのア
ドバイスなどに対してストレスを感じる」状況が強
い傾向であった．

［社会的支援（同僚）］ 　全体では平均（標準偏
差）&（）（表   ）で労働省平成 年度「作業
関連疾患の予防に関する研究」の結果（）
（表 ）とほぼ同様の結果であった．
性別では女で高く有意の差があった．
年齢別では全体で	歳未満は	歳以上に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも同
様であった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満で現在喫煙者，過
去喫煙者，無喫煙者の順で，現在喫煙者は過去喫煙
者，無喫煙者に比較して高く，有意の差があった．
	歳以上では現在喫煙者，無喫煙者，過去喫煙者の
順で，現在喫煙者は過去喫煙者に比較して高く，有
意の差があった（表   ）．
以上，性別では女，年齢別では	歳未満でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）では
	歳未満・現在喫煙者で「同僚からの仕事が楽にな
るようにとの配慮，気軽につきあえる，仕事で困っ
たときの支援，個人的問題へのアドバイスなどに対
してストレスを感じる」状況が強い傾向であった．

［社会的支援（家族・友人）］ 　全体では平均（標
準偏差）&（）（表   ）で労働省平成 年度
「作業関連疾患の予防に関する研究」の結果
（）（表 ）とほぼ同様の結果であった．
性別では女で高く有意の差があった．
による職業性ストレス状況の喫煙経験別の検討 
年齢別では全体で	歳未満は	歳以上に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも同
様であったが，有意の差はなかった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満で現在喫煙者，過
去喫煙者，無喫煙者の順で，現在喫煙者は無喫煙者
に比較して高く，有意の差があった．	歳以上では
現在喫煙者，過去喫煙者，無喫煙者の順に高かった
が，有意の差はなかった（表   ）．
以上，性別では女，年齢別では	歳未満でストレ
スが強い傾向であった．一方，喫煙経験別（男）で
は	歳未満・現在喫煙者で「家族・友人からの仕事
が楽になるようにとの配慮，気軽につきあえる，仕
事で困ったときの支援，個人的問題へのアドバイス
などに対してストレスを感じる」状況が強い傾向で
あった．
以上  の結果を総じて見ると，社会的支援の
問題によるストレスに対する状況は，労働省平成 
年度「作業関連疾患の予防に関する研究」に比較
してほぼ同様で，対象企業はわが国においては平
均的な状況にあることが推測される．
性別では全ての事項で相違点が見られ，男では 
「社会的支援（上司）」として上司との職場人間関係
に対するストレスが女に比較して負荷が大きいこと
を窺わせる．一方，女性では 「社会的支援（同僚）」
として同僚との職場人間関係に対するストレス，
「社会的支援（家族・友人）」として職場以外の家族・
友人との人間関係によるストレスが男に比較して負
荷が大きいと捉えており，男性と大きく異なる．
年齢別では， の事項で	歳未満は	歳以上に
比較してストレスが大きい傾向にあり，女と同様の
傾向にあった．
喫煙経験別の検討は男性のみに限られるが，年齢
的な違いは	歳未満で 「社会的支援（同僚）」と
して同僚との職場人間関係によるストレスが大きい
傾向にあった．	歳未満では，「社会的支援（同
僚）」として同僚との職場人間関係によるストレス
は現在喫煙者，「社会的支援（家族・友人）」とし
て職場以外の家族・友人との人間関係によるストレ
スは現在喫煙者がそれぞれ負荷が大きいと捉えてお
り，現在喫煙者は上司以外の人間関係についてスト
レスを受けやすい状況にあることが窺える．ストレ
スと喫煙の関連は，前述したように因果関係は本研
究からは明確にできないが，いずれにせよ，	歳未
満の年齢層では関連性が強いことが確認できた．一
方，	歳以上では，「社会的支援（同僚）」として
同僚との職場人間関係によるストレスは現在喫煙者
が負荷が大きいと捉えており違いが見られた．
以上のことから喫煙者に禁煙指導を行う場合には，
年齢，性別を考慮する必要があることがわかった．
とりわけ，禁煙指導に際しては，人間関係によるス
トレス傾向を考慮して行い，効果的に禁煙行動に結
びつける必要がある．
　 ストレス反応（表   ，表   ）

［職務満足感］ 　全体では平均（標準偏差）
（）（表   ）で労働省平成 年度「作業関連疾
患の予防に関する研究」の結果	（
）（表 ）
とほぼ同様の結果であった．
性別では女で高かったが，有意の差はなかった．
年齢別では全体で	歳以上は	歳未満に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも同
様であったが，有意の差はなかった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満'	歳以上のいずれ
についても有意の差はなかった（表   ）．
以上，年齢別では	歳未満でストレスが強い傾向
であった．一方，喫煙経験別（男）では	歳未満・
現在喫煙者で「仕事の満足に対してストレスを感じ
る」状況が強い傾向であった．

［抑うつ］ 　全体では平均（標準偏差）（&
）
（表   ）で労働省平成 年度「作業関連疾患の予
防に関する研究」の結果（&
）（表 ）とほ
ぼ同様の結果であった．
性別では男で高かったが有意の差はなかった．
年齢別では全体で	歳未満は	歳以上に比較して
高く，有意の差があった（表   ）．男全体でも同
様であったが，有意の差はなかった（表   ）．
喫煙経験別（男）では	歳未満'	歳以上のいずれ
についても有意の差はなかった（表   ）．
以上，年齢別では	歳未満でストレスが強い傾向
であった．一方，喫煙経験別（男）では	歳未満で
「ストレス関連事項	項目により把握できる」抑う
つ状況が強い傾向であった．
以上  の結果を総じて見ると，ストレス反応の
状況は，労働省平成 年度「作業関連疾患の予防に
関する研究」に比較してほぼ同様で，対象企業
はわが国においては平均的な状況にあることが推測
される．
性別では  のいずれも相違点はなかった．年齢
別では，	歳以上は 「職務満足感」として仕事の
満足感に対してのストレスについて	歳未満に比較
して負荷が大きく，一方，	歳未満は 「抑うつ」
傾向が	歳以上に比較して強く違いが見られた．
喫煙経験別の検討は男性のみに限られるが，年齢
的な違いは全体の結果と同様にあったが，喫煙経験
別には違いはなかった．
喫煙状況と性格傾向については著者らの従来の研
究によって，タイプ が多い傾向にあることを確
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認してきた 	．しかし，今回用いた日本語版

により，職場ストレスを仕事のスト
レッサー，仕事外要因，個人要因，緩衝要因，スト
レス反応に分けて分析することができた．この調査
によって，ストレッサーとストレス反応を混同する
ことなく検討することができ，さらには年齢別，喫
煙経験別の検討を行うことによって，禁煙教育を進
める上で多くの示唆を得ることができた．本研究は
縦断的研究を計画しており，今後は，本結果を活か
した禁煙教育の進め方の開発，喫煙行動とストレス
要因との因果関係の解明を行いたい．
結 　 語
			年 月から会社ぐるみでの積極的な禁煙対策
を進めている 企業従業員を対象に，その 年後の
		年 月に「職業性ストレス」把握に有効とされ
る原谷らの日本語版 を用いて喫煙状況と職
場ストレスに関する調査を行い，性・年齢喫煙経験
別に検討し，以下の結果を得た．
． 回答者は男性 割強，平均年齢男性	歳弱，
女性	歳強であった．
． 週間の労働時間数の平均は約	時間	時
間で，加重労働や法的責任を問われるような
状況ではなかった．
． による職業性ストレス状況は全般的
に見て，全国レベルで行った平成 年度の労
働省の調査結果とほぼ同様の傾向で，平均的
な職業ストレスの状況にあることが推察さ
れた．
． による職業性ストレス状況は性別で
は仕事のストレッサー事項（男に大きいス
トレス 事項，女に大きいストレス 事項），
仕事外要因 事項（男に大きいストレス），緩
衝要因 事項（男に大きいストレス 事項，
女に大きいストレス 事項）の全てにおいて
相違点が見られた．
年齢階級別では仕事外の活動 事項（	歳未
満に大きいストレス），自尊心の 事項（	
歳以上に大きいストレス），ストレス反応 
事項の全て（	歳未満に大きいストレス 事
項，	歳以上に大きいストレス 事項），仕
事のストレッサー事項中の	事項（	歳未
満に大きいストレス 事項，	歳以上に大き
いストレス 事項），緩衝要因 事項中の 
事項（	歳未満に大きいストレス 事項）に
おいて相違点が見られた．
． による男についての職業性ストレス
状況は，年齢別に傾向が異なっていた．とり
わけ，	歳未満では喫煙経験別の違いが多く，
仕事のストレッサー事項中の 事項（過去
喫煙者現在喫煙者無喫煙者は 事項，現
在喫煙者過去喫煙者無喫煙者は 事項，
無喫煙者現在喫煙者過去喫煙者，現在喫
煙者無喫煙者過去喫煙者，過去喫煙者
無喫煙者現在喫煙者はそれぞれ 事項），自
尊心の 事項（現在喫煙者過去喫煙者無
喫煙者），緩衝要因 事項中の 事項（現在喫
煙者過去喫煙者無喫煙者）において特徴
ある違いが見られた．一方，	歳以上では，
喫煙経験別の違いは	歳未満に比較すると少
なく，仕事のストレッサー事項中の 事項
（過去喫煙者現在喫煙者無喫煙者は 事
項，無喫煙者現在喫煙者過去喫煙者は 
事項），緩衝要因 事項中の 事項（現在喫煙
者無喫煙者過去喫煙者）であった．総じ
て見ると，	歳未満の現在喫煙者にストレス
状況がやや強いことが窺えた．
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